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要旨
稲葉生一郎＊
モーラ（拍）単位を基本にした先行研究は，複合名詞（Nl・N2）を‘短い’複合名調（N2孟
二拍）と‘長い’複合名詞（N2話三拍）に大別し， z短い’複合名詞のアクセント型は予測が難し
く，‘長い’複合名詞のアクセント型は，複合前の N2のアクセント核位置が分かれば，ある程
度予測可能だと指摘している．
本稿は，先行研究で N2のアクセント核位置が分かれば，アクセント型の予測が可能だと指
摘されている‘長い’複合名詞に焦点をあてた．そして NHK発音アクセント辞典（1998）か
ら， t長い’複合名詞を抜粋して， N2のアクセント核の位置と全体のアクセント型との関係を
韻律音韻論の視点から考察した．
その結果‘長い’複合名詞は，さらに三拍孟N2豆四拍と， N2孟五拍に区別されることが明
らかになった．また，今回のフット（音歩）単位を基本にした研究で，‘長い’複合名詞全体のア
クセント型が，複合前の N2のアクセント核位置に関係なく，単に N2の韻律的長さに従って
比較的簡単に予測できることが判った．これにより日本語学習者のアクセント核位置に対する
記憶負担は大きく軽減されることになる．
1. はじめに
東京方言は，諾のアクセント核の位置が分かれば，語全体のアクセント型が分かる．つまり語
のアクセント核の位置とは，語最後の高ピッチモーラの位置で，中高型と平板（または，尾高）裂
の場合，その最後の高ピッチモーラより前方は，第 1モーラ以外高ピッチモーラが続き，一方最
後の高ピッチモーラより後方は，低ピッチモーラが続く．そこで，第1モーラにアクセント核が
ある頭高型の場合，その語頭の高ピッチモーラより後方は，低ピッチモーラが続く．一語内でー
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度下降したピッチが再び上昇することはない．つまり一度下降したピッチが上昇した時は，
目の存在を意味することになる．（アクセント核を《寸’で示す．）
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そこで日本語学習者は，語のアクセント核位置を知ることで語のアクセント型を上記の様に予
測できる．以上を踏まえた上で，本稿では複合名詞のアクセント型について議論する．
複合名調（N1・N2）は，前部要素（N1）と後部要素（N2）が複合して形成されるが，通常二
語扱いに成らず複合名詞全体でアクセント核が一つだけ存在するにそこでそのアクセント核の位
置が分かれば複合名詞全体のアクセント型が予測できる．もしアクセント核位置も予測可能にな
れば学習者の記憶負担は大きく軽減されることになる．しかし，先行研究はそれぞれ違いがある
ものの，日本語学習者が利用し易いアクセント規則とは言い難い．そこで本稿では，日本語学習
者が利用できる様な‘長い’複合名詞のアクセント規則を韻律論の視点から提示し，さらにその
規則に基づくアクセント指導について考える．
2. 擾合名調に関する先行研究
先行研究（McCawley1977, Higurashi 1983, Tsujimura and Davis 1987，佐藤 1989,Poser 
1990，秋永 2001)は，下記に示す様に，複合名詞（N1・ N2）を後部要素（N2）が二拍（モー ラ）
以下の‘短い’複合名詞と三拍以上の‘長い’複合名詞に大別している．
‘短い’複合名詞
1. て1んき＋ず
2. そ寸うむ＋か寸
3. ネ寸パダ＋しゆっう
4. にゆ寸うどう＋く寸も
→ てんき寸ず（天気図）
→ そうむか（総務課）
→ ネパゲしゅう（州）
一今 にゅうどうぐ寸も（入道雲）
‘長い’複合名調
1. め寸十くすり
2. な寸ま＋たま1ご
3. こうつう＋いはん
4. で、勺んき＋かみそり
→ めく日すり（目薬）
→ なまた寸まご（生卵）
→ こうつうい寸はん（交通違反）
→ でんきか寸みそり（電気剃万）
1役職を表す名前（例：ブ寸ツシュだいと寸うりょう）や対立・並立型名詞（例：め寸はな）などの様に， Nlが
独立性を失わず音韻的に複合化しない複合名詞も存在する．
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5. い寸せ十ものが寸たり → いせものが寸たり（伊勢物語）
6. ワ寸ード＋プロセ寸ツサ｝ → ワードプロセ寸ツサー
7. ぜんだま十コレステロ寸ール → ぜんだまコレステロ寸ール（善玉）
先行研究の指摘には，それぞれ多少の違いはある．しかし，総じて‘短い’接合名詞のアクセ
ント型は， N2個々の音韻情報によって異なるため予測が難しく，一方‘長い’複合名詞のアク
セント型は，後部要素のアクセント核の位置が分かれば，ある程度予測可能であると指摘してい
る．例えば， Tsujimuraand Davis ( 1987）は，‘長い’複合名詞に関して，複合前に N2の最終
拍（モーラ）と語尾から二番目の拍にアクセント核がある時，そして N2が無核（平板型）の時，複
合後は N2の第一拍にアクセント核が霞かれ，複合前に N2のその他の拍（例えば，語尾から三
番目，あるいは四番目の拍）にアクセント核がある時は，そのアクセント核が保存されると指摘し
ている．本稿は，アクセント型が予測可能と考えられている‘長い’複合名詞に焦点を絞り， NHK
発音アクセント辞典（付録）から抜粋した‘長い’複合名調のアクセント型を韻律論の視点から考
察する．そこで，まず韻律論の基礎概念について述べる．
3. 韻律音韻論（MetricalPhonology) 
Hayes (1995）は，三種類のリズム型を提唱している．その中の一つ，モーラ強弱リズム型
(Moraic Trochees）には，次の二種類がある．
2軽音節上に形成されるフット
エ （＝フット）へ＆ ＆ （コ軽音節）
μ μ （コモー ラ）
b. 1重音鮪上に形成されるフット
エ（＝フット）
＆ （＝重音鮪）
〈
μ μ （＝モー ラ）
ミユ｝（μ）はモ｝ラ，小文字のシグマ （8）は音節，大文字のシグマ（エ）はフットを表す．さ
らに， V と‘w’は，強・弱リズムを示す．音節の下位範障であるモーラは音節の質量（軽・重）
を表す．つまり（a）に示す様に，軽音節は 1モーラで形成され，（b）に示す様に，重音節は 2
モーラで形成される．換言すると，フットは二つの軽音節上，あるいは一つの重音節上に構築さ
れる．（本稿では，これらのフット型を二拍フットとよぶ.) Hayes ( 1995）は，リズム形態解析
のため，下記に示す様な簡略した岡式を提示している．
a. (x . ) b. (x) 
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上記の‘ J と‘－’は，それぞれ軽音節と重音節を示す．また，丸括弧はフットを示し，丸括弧内
の‘x’はフット核＇ ＇.’は非フット核を示す. 1フットは二つの軽音節上，あるいは一つの重音節
上に構築されることを意味している．さらに， Hayes(1995）は，韻律外性（Extrametricality)
という概念を提唱している．この概念によって末端単位はリズム構築から無視され得る．さらに，
エンドルール（EndRule）の適用によって，主アクセント位置を予測できる．つまり，言語の
主アクセントは，左右いずれかの末端フット核上にあると考えられていて，エンドル｝ルは，文
字通り左右の末端（エンド）フット核上に Xグリッドを置く．例えば，下記（a）に示す様に，ま
ず複数の軽音節上にフット（モーラ強弱リズム型）がドメイン末尾から左に向かつて構築される．そ
して，右エンドルール（EndRule, Right）により， X グリッドが最右端フット核上に置かれ
る．このグリッドが， ドメインの主アクセント位置を示す．一方，下記（b）に示す様に末尾音
節が韻律外性の時，この末尾音節はリズム構築から無視され，リズム構築は末尾から二番目の音
節から始まる．その後右エンドルール（EndRule, Right）により Xグリッドが最右端フット核
上に霞かれ， ドメインの主アクセント位置を示す．韻律外性として，リズム構築から無視される
単位を‘〈 〉’，そして末尾（語境界）を γ で示す．
a. X 
(x .) (x .) (x .〕 (x .) (x .) (x .) 
．δδδδ 8 8# ご争 一δδδ 8 8 δ＃ 
b. X 
(x .) (x .) (x .〕（x .〕
. 8 8 δδδ （0)# 二学 ．δδ 8 8 δ 〈め＃
4. 韻律論から見た 4長い’複合名詞（Nl+ N2）のリズムとアクセント
4-1. N2が三拍の接合名詞
《長い’複合名詞の N2をNHK発音アクセント辞典（付録）から抜粋して，アクセント型を考
察した．その結果， N2が三拍の複合名詞には，ある特徴があることが判った．つまり重音節に
先行する軽音節にアクセント核が存在する．この意味を考察してみよう．
下記に示す N2（［軽］［重］音節）は，［重］［軽］音節構造（例： 00漢字， 00会議），あるいは
［軽］［軽］［軽］音節構造（例： 00油， 00意識）から成るものと同じ様に N2の第一音節にアクセ
ント核がある．
00委員，違反，家業，加減，加工，火山，課税，議員，機械，議会，機関，企業，機嫌，記号，基準，
漁業，漁船，具合，供養，化粧，呼吸，砂糖，作用，試合，次官，時間，事業，試験，資産，市場，
事情，地震，思想、，次第，事態，時代，辞典，資本，自慢，社会，写真，茶わん，手段，嬬祥，需要，
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所帯，処分，ずきん，住まい，相撲，訴訟，打者，地帯，地方，貯金，値段，飛行，肥料，比例，歩
合，符号，普請，婦人，部隊，舞台，布団，舞踊，保険，保証，補償，ボタン，見舞い，模様，野球，
預金，予算
日本語のフットは，一重音節上，あるいは二軽音節上に構築される．そこで， N2が［重］［軽］
音節，あるいは［軽］［軽］［軽］音節から成る場合，（［重寸］）［軽］，（［軽寸］［軽］）［軽］の様に，最初の
フット核にアクセント核が置かれるのは，一般的で予測し易い．しかし， N2が［軽］［重］音節構
造をしている場合，その重音節にまず二拍フットを形成すると，［軽］（［重］）の様に成り，アクセ
ント核が霞かれるはずの［軽］音節は，二拍フットを形成できずに孤立することになる．つまり日
本語のフットは，二拍（モ｝ラ）から成ると考えられる（Poser1990）が，韻律論の音節分割禁止
という規制（Syllable Integrity）に従うと，重音節を分割して二拍フットを構築できない．例
えば， 「コレステロ｝ル」を「ko(resu)(tero)( oru）」，「力日工」を「（kako)o」の様に，重音節を分
割して， フットを構築することはできない．そこで上記に示す N2は，次の様なフット構造だ
と考えられる．
a. roo委員」→ OO(i)(iN) d. 「00加減J→OO(ka)(geN) 
b. 「00違反J→OO(i)(haN) e. 「00加工」→ OO(ka)Omo) 
c. 「00家業」→ OO(lrn)(gyoo) f. roo火山」→ 00(ka) (zaN) 
N2の第一音節は，二拍フットを構築できない単拍フット（DegenerateFoot）と呼ばれる．
Hayes (1995）は，単拍フットの禁止を提言しているが，単拍フット核に主アクセントがある時
にのみ，単拍フットを認めるとしている（WeakProhibition)2.仮に，二拍フットが N2（ドメ
イン）の頭から右に構築されるとすると，音節分割禁止規制（SyllableIntegrity）に抵触する．
また，仮に，二拍フットが N2の末尾から左に構築されるとしても，単拍フットにアクセント核
がある事実をうまく説明できない．そこで，本研究者は， Vander Hulst ( 1984）の帰納的方法
論に従い，フットが構築されると考える．つまり，通常主アクセント位置はフット構築後に決定
されるが， Vander Hulstは，主アクセント位置からフットを構築する方法（top-down con-
struction）を提言している．この帰納的方法論は，フット構造から主アクセントを知る通常の演
鐸的方法論とは異なるが， N2が三拍の複合名詞の多くは， N2の第一音節にアクセント核が置か
れる（確定事実）ため，フット構造を知る上で有効な方法論であり， N2が三拍の接合名詞のフッ
トとアクセント核の関係を説明できる．
一方で， N2が三拍の複合語の中で， N2の第一音節にアクセント核が置かれないものが，下記
の様に散見される．
2 Hayes ( 199 5）は，‘DegenerateFeet，を完全に規制する‘StrongProhibition，と一部認める明Teak
Prohibition，を提言している．
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a. 00きかっん（期間） d. 00ふく寸し（福祉）
b. 00しき1ん（資金） e. 00こぞ寸う（小僧）
c. 00きそ寸く（規則）
上記（a),(b), (c), (d）の N2要素の第一音節は，無声子音に挟まれた高（狭）母音が存在し，
その母音は無声化する傾向がある．東京方言は，無声化した母音にアクセント核が置かれる時，ア
クセント核の移動が起きる．例えば N2が「県」の時アクセント核は N1の最終音節に置かれ
る．
a. さが寸けん
b. いわて寸けん
C. かながわ寸けん
d. ふくおか寸けん
ところが，アクセント核がおかれるはずの N1の最終音節の高母音が無声子音で挟まれ無声化
する時，アクセント核が移動する．（無声化した高母音を合む音節を下線で示す．）
a. やまぐ寸ちけん
b. みやざ寸きけん
C. やまな寸しけん
d. ながさ寸きけん
つまり N2が三拍の複合語の場合，アクセント核が N2の第一音節に置かれるという規則は，
「期間J の様なアクセント核がN2の第一音節に置かれないものにも，まず適用されると言える．
その後，アクセント核が右（ドメイン内のリズム構築方向）に移動したと考えられる．
一方，例外「00小僧」が存在する．「00小僧」の N2の第一音節母音は無声化する環境に
ないが，アクセント核がN2の第二音節にある．しかし，「小僧」は，「小J と「僧Jの複合名詞
であると考えられるので， N2が三拍の複合名詞に含まれるべきではない.N2がこ拍以下の平板
型複合名詞，「こ＋うし→こうし」（子牛），「こ＋えだ→こえだJ （小枝），「こ＋あ寸じ→こあ
じ」（子鯵）などが存在するが，「こ＋そ寸う→こぞっう」は「こ十ね寸こ→こねっこJ に｝I質ずるア
クセント型と言える．この様な例を‘短い’複合名詞として除き韻律論の立場からまとめると， N2
が三拾の複合名詞のアクセント型は，次の様に一般化できる．
N2＝三拍の複合名詞： アクセント核は， N2の第一フット核に置かれる．
4-2. N2が四拍の複合名調
次に，四拍の N2をNHK発音アクセント辞典（付録）から抜粋して，アクセント型を考察し
た．抜粋した N2の多くは，アクセント核が第一音節にある．また N2は，次の五種類の音節
構造から成ることが分かつた．
a. 00［重寸］［重］
b. 00［重寸］［軽］［軽］
（例： 00案内， 00演習， 00往生， 00外交）
（例： 00演説， 00音楽， 00改革， 00監督）
C. 00［軽寸］［軽］［重］
d. 00［軽寸］［軽］［軽］［軽］
e. 00［軽寸］［重］［軽］
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（例： 00活動， 00国民， 00撮影， 00責任）
（例： 00剃万， 00友達， 00羽二重， 00約束）
（例： 00ロケット）
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上記（e）に示す様に，重音節に先行する軽音節にアクセント核がある．つまり， N2が三拍の
複合名詞の様に単拍フットが存在する．また， N2が三拍の複合名詞の様に， NHKのアクセン
ト辞典（付録）にある N2が四拍の多くの複合名詞のアクセント核は， N2の第一音節に存在し，
予測可能で、あると言える．しかしその中に， N2のアクセント型を保存するものとして，下記に
示す様な複合名詞も記載されている．
a. 00きゅうすっう（級数）， じんくやっう（神宮）
b. 00さく寸もつ（作物）， しょく寸ぶつ（植物）， としょっかん（関書館）， りき寸がく（力学），わか寸しゅう
（和歌集）
ところが，複合名詞を構成するこれらの N2は，さらに小さい要素から構成されている．つま
り，これらの N2は，独立した要素ではなく，第三要素を合む複合名詞と考えられる．これらの
複合名詞を構成する第三要素，「数」，「宮」，「物J，「館」，「学」，「集」が複合名詞全体のアクセン
ト型を決定する．つまり上記（a）の丸括弧内の複合名詞は，アクセント核が後部要素の第一音
節に置かれる型で，上記（b）の丸括弧内の複合名詞はアクセント核が前部要素の最終音節に置
かれる型ということになる．先行研究で，アクセント型を保存する複合名詞として扱われている
が，実は N2が二拍以下の‘短い’接合名詞だ、ったことになる．そこで，この様な N2が四拍と
して従来扱われてきた複合名詞を除くと， N2が四拍から成る複合名詞は，後部要素の第一フッ
ト核にアクセント核が置かれると一般化できる．
しかしながら， N2が四拍から成る複合名詞の中に， N2のアクセント型を保存する複合名詞が
存在する（窪闘 etal. 1997）.例えば，「大和撫子」がこの型になる．
や寸まと＋なで寸しこ → やまと・なで寸しこ（大和撫子）
しかし，この語のアクセント型は，今回の NHK発音アクセント辞典から抜粋した N2が四
拍の複合名詞（前述した N2が二拍以下として扱われるべき複合名詞を除く）の中では，非主流で
あると言える．つまり，アクセント辞典に記載されていて，「撫子J の様に N2が［軽］［軽］
［軽］［軽］音節で構成される複合名調は，下記に示す様に， N2の第一音節にアクセント核が置か
れている．
N2が四軽音節から成る棲合名詞
a. で寸んき＋かみそり寸 → でんき・か寸みそり（電気剃万）
b. あそび＋ともだち → あそび・と寸もだち（遊ぴ友達）
C. く寸ろ＋は寸ぶたえ → くろ・は1ぶたえ（黒羽二重）
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d. くち＋やくそく → くち・や寸くそく（口約束）
そこで， N2が四拍でアクセント型を保存する複合名詞（例：大和なで寸しこ）を非主流として扱
うと， N2が四拍の複合語のアクセント型は，韻律論の立場から次の様に一般化できる．
N2＝四拍の複合名詞： アクセント核は， N2の第一フット核に置かれる．
つまり N2が四拍の複合名詞は，三拍の複合名詞と同じ範騰に属するものと言える．
4-3. N2が五拍以上の複合名詞
NHK発音アクセント辞典に， N2が五拍以上の複合名詞の記載は非常に少ない（記載複合名
詞： 00司令官， 00心理学， 00顕微鏡， 00探検隊，等）．この種の複合名詞は，先行研究で，
後部要素のアクセント保存型と言われてきた．しかしこれらの中には，アクセント型を決定する
第三要素を含むものがある．例えば下記に示す様に，三要素（N1・ N2 ・ N3）が複合する時，ア
クセント型は， N3の音韻構造で決定される．
しゃ寸かい → しやかいしゅ寸ぎ → しやかいしゅぎか寸くめい（社会主義革命）
つまり，「艦隊・司令寸・官」の N3にあたる「官j や「児童・心理寸・学」の N3にあたる
「学」が，アクセント型を決定する要素であり，「司令・官」や「心理・学」は，複合名詞と扱わ
れるべきものである．「官」や「学」は， NHK発音アクセント辞典に，前部要素の最終音節に
アクセント核を置く複合名詞のグループとして記載されている． また「電子・顕微・鏡J の
「鏡J，「南棟・探検・隊」の「隊」は，平板化する複合名調のグループに含まれている．確かに意
味上では，「粧隊司令官」は，（N1）・（N2・ N3）であるが，音韻的には，（N1・N2）・（N3）に
成り，意味的分割と音韻的分割には開きがあるので，アクセント型を分析する時住意を要する．こ
れらの複合名調を除いて， N2が五拍以上の複合名詞のアクセント核位置が予測可能であるか考
察した.N2が五拍以上の被合名詞の可能な音節構造を列挙するのは紙面の制限上不可能なので
N2が五拍の複合名詞の可能な音節構造を次に示す．
N2が五拍の複合名詞の音節構造
a. 00［重寸］［軽］［重］ 例：「00イ寸ンデイアン」
b. 00［重］［重寸］［軽］ 例：「00ハイラ寸イト」
C. 00［軽］［軽］［軽寸］［軽］［軽］ 例：「00ほとと寸ぎすJ
d. 00［軽］［重寸］［重］ 例：「00カレ寸ンダー 」
e. 00［軽］［軽寸［軽］［重］ 例：「00アレ寸ルギ｝」
f. 00［軽］［重寸［軽］［軽］ 例：「00コマ寸｝シャル」
g. 00［軽］［軽］［重寸］［軽］ 例：「00カプチ寸」」
h. 00［重］〔軽寸］〔軽］［軽］ 例i：「00ヨー グ寸ルトJ
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N2が三拍，四拍の時の様な語頭の単拍フットの存在は確認されない．また，上記の様な位置
にアクセント核を置くためには，次の様な韻律規則があると考える．
規則（N2孟五拍）
a. 語尾の音節は，韻律外性単位として，韻律構造から無視する．
b. 重音節上に，二拍フットを形成する．
c. 左に向かつて，二軽音節上に，二拍フットを形成する．
d. アクセント核を，最終フット核上に置く．
上記規則を下記の N2（ドメイン）に適用すると下記の様にフットが構築される．
N2が五拍以上の複合名詞のフット
a. 00物語： 一争 00（もの）（が寸た）〈り）
b. 00不如帰： 争ー 00（ほと）（と寸ぎ）〈す〉
c. 00コレステロール： ~ 00コ（レス）テ（ロ寸ー ）〈ル〉
d. 00プロセッサ｝： 一争 00（プロ）（セ寸ッ）〈サー 〉
e. 00インデイアン： 争ー 00（イ寸ン）ディ（アン〉
上記の「コレステロール」を例にとって説明する．まず，語尾の音節は，韻律外性単位として，
韻律構造から無視される：コレステロー〈ル〉．次に，重音節上に二拍フットを形成する：コレス
テ（ロー）〈ル〉．そして，友に向かつて，二軽音節上に二拍フットを形成する：コレ（ステ）（ロ｝）
〈ル〉．しかし，「ス」は，無声子音に挟まれた高母音のため，一音節分左に移動し，二拍フットを
新たなニ軽音節上に形成する：コ（レス）テ（ロー）〈ル〉．そして，最右端の二拍フット核上にアク
セント核が置かれる：コ（レス）テ（ロ「ー ）〈ル＞3. この予測されたアクセント核の位置と実際のア
クセント核の位置は，上記の他の複合名謁も含め完全に一致する．つまり規則により三拍・四拍
の複合名詞と同様五拍以上の複合名詞もある程度（平板型や頭高型の複合名謁も存在する）予測可
能だと言える． フット構築過程は N2が三拍・四拍の複合名詞と比べると大きく異なること
が明らかになった．
5. 4長しい複合名詞のアクセント指導
先行研究でも議論されてきた様に，今囲のフットを基礎にした研究からも， N2が三拍以上の
複合名詞のアクセント核位置は，ある程度予測可能であることが判った．さらに今回の研究では，
N2が三拍，四拍の複合名詞のアクセント核位置は， N2の音韻構造に関係なく，第一フット核に
3二拍フットを構築できない音節は，浮遊音節（StraySyllables）と呼ばれ，その後存在する前後いずれ
かのこ拍フットに取り込まれると考えられるが，ここではその議論を割愛する．
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置かれると単純明解に一般化することができた．
N2＝三拍
00＋漢字 → 00（か1ん）じ 00＋会議→ 00（か寸い）ぎ
00＋油 → 00（あ寸ぶ）ら 00十意識→ 00（い寸し）き
00＋委員 → 00（い寸）（いん） 00＋違反→ OO(v,') Cはん）
N2＝四拍
00＋案内 → 00（あ寸ん）（ない） 00＋演習 → 00（え寸ん）（しゅう）
00÷演説 → 00（え寸ん）（ぜつ） 00÷音楽→ 00（お寸ん）（がく）
00＋活動 → 00（か寸つ）（どう） 00＋国民→ 00（こ「く）（みん）
00＋剃万 → 00（か寸み）（そり） 00＋友達→ 00（と寸も）（だち）
00＋ロケット → 00（ロリ（ケッ）ト
日本語学習者には， N2が三拍，四拍の複合名調は， N2の第一音節にアクセント核が置かれる
と説明する方が， N2の第一フット核にアクセント核が置かれると説明するより分かり易いかも
しれない．また，この時「大和撫子」は，例外であることを説明しておくと良いと考える．さら
に先行研究では， 00きゅうす寸う（級数）， 00じんく日う（神宮）， 00さく寸もつ（作物），。。
しょくつぶつ（植物）， 00としょ「かん（関書館）， 00りき寸がく（力学）， 00わか寸しゅう（和歌
集）などは，四拍の複合語として扱われてきたが，これらの複合名詞は，本稿で議論した様に，
N2が二拍の‘短い’複合名詞の範鴎に入るもので， N2が四拍の‘長い’複合名詞とは，はっき
り区別して教えるべきだと考える．
一方， N2が五拍以上の複合名詞のアクセント核も，ある程度予測可能で、あるが，学習者にそ
れを理解させるのは残念ながら容易ではない．しかし幸い N2が五拍以上の複合名詞の数は多く
ない．また， N2が五拍以上の複合名詞のアクセント裂は，外来語のデフォルト（default）アク
セント型と一致するので，外来語のアクセント型の練習（稲葉 1999）で補うことができると考え
る．また先行研究では， N2が五拍以上の複合名調として扱われてきた「艦隊・司令寸・官」，「児
童・心理寸・学J，平板型の「電子・顕微・鏡」，「南極・探検・隊」などは， N2が五拍以上の複
合名詞として扱われるべきではなく，これらの複合名詞も，はっきり区別して教えるべきだと
える．
6. まとめと今後の課題
先行研究で，‘長い’複合名詞（N2孟三拍）として扱われてきたものは，三拍話N2三五四拍と N2
孟五拍に区別されることが明らかになった．換言すると，今回の研究でアクセント型は，四拍と
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五拍を境に違いがあることが明確になった．また，先行研究において，‘長い’複合名詞は， N2
のアクセント核位置が分からないと，複合名詞全体のアクセント型が予測できないとされてきた
が，今回の研究で，‘長い’複合名詞の N2のアクセント核位置が分からなくても， N2の音韻的
長さに従って，全体のアクセント型が比較的簡単に予測できるようになった．これにより日本語
学習者の記憶負担は大きく軽減されることになる．
今回の研究では学習者が活用できるアクセント理論の構築を目指して，大局を見ることに焦点
をおいた結果，非主流型として扱った複合名詞もある．例えば， N2が四拍の「やまと・なで寸し
こ」が存在する．また五拍以上で平板（無核）型「ニュー・カレドニア」や頭高型「ニュー・イ寸
ングランド」などの複合名詞も非主流型として扱った．
複合名詞は N1とN2が複合してできるという性質上， N1とN2の結合度合いで， N2のア
クセント裂が保存されることも十分あり得るし，また原語のアクセント型がそのまま保存される
ことも考えられる．この様なアクセント型が保存される例が存在することは避けられない．そこ
で日本語学習者にとって，‘長い’複合名詞の基本になるアクセント型を学ぶ一方で，どの‘長
い’複合名詞のアクセント型が《例外’なのかをはっきり見極めることも大切だ．またアクセン
ト型には，ある程度の‘ゆれ’（秋永 1999）が許容されるので，違ったアクセント型も許容され得
ることを利用したアクセント指導も考えられる．そこで、，‘ゆれ’の許容範囲に関して，韻律音韻
論から見たアクセント型の総合的な研究は将来の課題としたい．
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